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会   議   録 

 

１ 会議の名称  川根本町総合計画検証委員会（第２回） 

 

２ 会議日時   令和６年３月８日（金） 午後３時００分 から 

                     午後４時２０分 まで 

 

３ 開催場所   川根本町役場本庁舎 ３階会議室 

 

４ 出席した者の氏名 

  （１）委  員  小泉祐一郎 委員長、西澤孝仁 委員、土屋和明 委員、 
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５ 議題 
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６ 会議資料の名称 

資料１ 令和６年度事業計画一覧表 

 

７ 発言の内容 次ページ以降 
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（１ 開会） 

ただいまから第２回総合計画検証委員会を開催いたします。開会に当たりま

して経営戦略課長より御挨拶申し上げます。 

 

皆様方におかれましては、３月の年度末のお忙しい中ご出席をいただき誠に

ありがとうございます。 

当委員会は総合計画、総合戦略について検証していただくものであります。 

本日の議題は来年度の事業計画についてです。ただいま議会に上程中で審議

が進んでおりますが、その内容について説明させていただきますのでご意見を

お聞かせいただきたいと思います。 
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それでは続きまして当委員会の委員長でございます小泉委員長様から御挨拶

を頂きます。 

 

（２ 委員長あいさつ） 

本日は来年度の事業計画の概要説明ということで、皆様からの意見をお願い

いたします。 

 

本日は川根本町立本川根小学校校長 宮島委員、株式会社富田工務店 富田

委員、川根本町農業経営振興会 藤中委員が所用により欠席となっておりま

す。 

 それでは、議事の進行について、設置要綱第６条に基づき、小泉委員長よろ

しくお願いいたします。 

 
それでは次第に沿って進めていきたいと思います。令和６年度の事業計画に

ついて事務局から説明をお願いします。 

 
（３ 令和６年度の事業計画について） 

令和６年度の主要事業一覧に基づき説明。（別添資料のとおり） 
 

それでは、令和６年度の事業計画について、ご意見やご質問があればいただ

きたいと思います。 
 

新規事業もいいが、やめる事業についても検討すべき。人口減少が著しい

中、厳しい言い方だが、いずれ職員数の見直しも必要になってくるかと思われ

る。その中で文書決裁システムの導入について、将来に向けて必要だと思う。 
また、外に向けての事業が非常に多い。町民の活性化、行政が町民に見える

活動をすることが必要だと感じる。テレビ窓口システムの導入について、庁舎

に用意することも良いが、地区の会館にインターネット環境を整備し、地区と

行政がＺｏｏｍ等を利用し話合いの場を持てる環境整備をお願いしたい。 
続いて、何種類もあるパンフレットについて、本当に効果的なのかなと疑問

に思う。本当に狙いとするパンフレットなのか、整理をする必要があると感じ

ている。 
 
事業の継続については、精査していく必要があると感じている。 
 

デジタル化に対して、町が力を入れて整備していることは理解できるが、現

実、半数以上が後期高齢者という町の中で、そのデジタル化に対応できる人た

ちが果たしてどれだけいるのか疑問に思う部分がある。テレビ窓口システムの

導入についても、総合支所に職員を配置せず、本庁とのやりとりができるとい

うが、実際それを起動・案内させる職員は必要となる。今後運用していく中
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で、常に町民等の意見を聞きながら、進めて欲しい。 
 

デジタル化については全国的な動きとして、対応が二極化している。デジタ

ルを活用できる人にはデジタルのサービスを行い、デジタルに対応できない人

には、もう一つ別の対応を実施するところが増えている。 
デジタル化で対応できる人が増えていけば、その分対応できない人に人手を

割くことが可能となる。 
 

空き家が560戸に対し、補助が５件分で対応できるのか。 
以前のリフォーム補助金のように抽選式で後から苦情がないようにお願いした

い。 
それから、移住者が町の税収にどう影響しているのか検証しているのか？誰

でも受け入れるのではなく、受け入れを検討することも必要ではないかと思

う。 
また、テレビ窓口システムについて、ただ繋げば誰でも対応出来るシステム

ではないと思われるため、事業を進める中で出てくる問題や課題は初期の段階

で払拭してほしい。 
 

定住移住の住宅家賃や購入補助金については、その年代の方にぜひ来ていた

だきたいという思いから、対象者を50歳以下としている。 
 

介護保険事業特別会計が約１億円増える理由について。 
 

今後の被保険者数やサービス量の見込みに加え、将来的な施設整備を踏まえ

た、３年に１度の介護保険事業計画の見直しが行われる中での増額となってい

る。 
 

多くの事業が計上されているが、事業効果を検証する必要があると感じる。 
オンライン健康医療相談事業については、孫の面倒をみている祖父母も多い

ことから、子育て世帯だけではなく、もっと幅広く事業の周知をお願いした

い。 
また、保育料無料化や給食費の軽減についても、軽減されていることの周知

が足りないと感じる。併せて、お願いしたい。 
 
分かりやすい情報発信に努めていく。 
 
当初予算の３本柱の安心安全な生活基盤のところで、お正月の能登地震をみ

ていると、結局、地震が来ると、高齢化率が高い町はしようがない。マンパワ

ーが足りていない。移住定住を進めて、若い人のマンパワーを増やしていきた

い。 
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空き家改修ＤＩＹ事業が新規として計上されているが、空き家を改修して

も、結局、耐震性能が優れていないと潰れてしまう。危険と伴うことから、耐

震補強の情報発信や空家等の耐震診断補助についても検討願いたい。 
 
猿による農作物被害が増加しているため、対策を講じてくれることは有難く

思う。 
 

単年度ごとの新規事業は見えてくるが、長期的に川根本町をどのように見て

いるのか明確化されていないため、この町が進んでいく方向性が見えてこな

い。事業を計画するにあたり、各課の壁を低くし、風通しをよくしてお互いに

相乗効果を求められるようなやり方が重要だと思う。 
 
元学校施設の利活用について、スピード感をもって進めて欲しい。 
 

 成功事例をもっとアピールすることで、移住定住も進めやすいと思う。 
 

南アルプスユネスコエコパーク10周年記念ということで、様々なイベントが

企画されているが、町の魅力というのは住んでる町民がまず体感し、それを発

信していくことで誘客につながると考えている。町民がエコパークや美しい村

に登録された町に住んでるという満足度を得ることが必要。観光誘客のための

10周年事業プラス町民のための10周年事業という形で、町民のためのイベント

企画が必要だと考える。 
 

にぎわい創出イベント開催経費補助事業について、ハードルが高いと感じ

た。 
 

この補助金の前段として、今年度から３人以上の方が集まれば事業にチャレ

ンジできる、チャレンジ補助金を開始し、現在６件の実績がある。様々な補助

金で賑わいを創出していきたい。 
 

町の魅力の発信、にぎわいの創出が手段なので、その先にこれを契機に、地

元の方々が町の活性化にどう関係し、どうつなげるかというところがポイント

だと感じる。 
 
地区へも投げかけをお願いしたい。 

 
 承知しました。 
 
 他にご意見等はございますか。委員の方でご質問やご意見がありましたら事

務局まで連絡いただければと思います。その他、事務局から何かありますか？  
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 スポーツ団体との協定について説明（資料なし） 

 

（４ 閉会） 

本日いただきましたご意見につきましては、各課に伝えさせていただきたい

と思います。それではこれをもちまして、第２回の総合計画検証委員会を終了

させていただきます。 

 本日はお疲れ様でした。 

 

 

上記に相違ないことを確認する。 

委員長  小泉 祐一郎 
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 承知しました。 
 
 他にご意見等はございますか。委員の方でご質問やご意見がありましたら事

務局まで連絡いただければと思います。その他、事務局から何かありますか？  



事務局 

 

 

事務局 

 スポーツ団体との協定について説明（資料なし） 

 

（４ 閉会） 

本日いただきましたご意見につきましては、各課に伝えさせていただきたい

と思います。それではこれをもちまして、第２回の総合計画検証委員会を終了

させていただきます。 

 本日はお疲れ様でした。 

 

 

上記に相違ないことを確認する。 

委員長  小泉 祐一郎 
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それでは続きまして当委員会の委員長でございます小泉委員長様から御挨拶

を頂きます。 
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で、常に町民等の意見を聞きながら、進めて欲しい。 
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には、もう一つ別の対応を実施するところが増えている。 
デジタル化で対応できる人が増えていけば、その分対応できない人に人手を

割くことが可能となる。 
 

空き家が560戸に対し、補助が５件分で対応できるのか。 
以前のリフォーム補助金のように抽選式で後から苦情がないようにお願いした

い。 
それから、移住者が町の税収にどう影響しているのか検証しているのか？誰

でも受け入れるのではなく、受け入れを検討することも必要ではないかと思
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い。 
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空き家改修ＤＩＹ事業が新規として計上されているが、空き家を改修して
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元の方々が町の活性化にどう関係し、どうつなげるかというところがポイント

だと感じる。 
 
地区へも投げかけをお願いしたい。 
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本日いただきましたご意見につきましては、各課に伝えさせていただきたい

と思います。それではこれをもちまして、第２回の総合計画検証委員会を終了

させていただきます。 

 本日はお疲れ様でした。 
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